










はじめに 

 慢性肺疾患(BPD,Wilson-Mikity 症候群)に対する肺機能面からのアプローチは,この疾

患の病変は肺にあぬ以上重要な意義をもつものと考えられる。しかしこの疾患は未熟児特

に体重1500g以下の極小未熟児に主に合併しこれらの患児はNICU内でレスピレーター管理

が必要である事から肺機能測定方法は以下の条件を満たしたものでなければならないと考

える。①体重 1000g以下の児に対しても正確に測定出来る事。②非侵襲的である事。③人

工換気中であっても測定可能な事。④保育器の中で測定出来る事。⑤短時間で測定可能な

事。以上の条件を満たした方法として我々が採用した肺機能測定法及び Preliminary の

data を報告する。 


